「社会福祉法人設立計画書」の書き方

作成に当たっては，別紙「社会福祉法人の設立について」を参照し,社会福祉法人設立の要件を満たしてください。
2．設立予定法人の主たる事務所の所在地

法人を設立したときに，事務所を設置する予定の住所を記載してください。今回建設する施設内に設置する予定である場合は，その旨も記載してください。（新規設立は青森市内の所在地としてください）

（例）青森市○○　○丁目○番○号　（仮称）特別養護老人ホーム○○施設内

3．設立予定法人の設立代表予定者

法人設立代表予定者の権限を証する委任状【様式Ｃ】により、各法人役員予定者から応募に関する一切の権限の委任を受けた方について記載してください。

4．設立予定法人の役員（理事，監事）予定者

「3．設立予定法人の設立代表予定者」の設立代表予定者も含め，設立予定法人の理事又は監事となる予定の者全員について記載すること。役員予定者が他の社会福祉法人（設立予定のものも含む｡）の役員である場合は，当該法人の名称を記載してください。

7．運営する事業
設立する社会福祉法人が，運営を予定している事業を記載してください。

8．財産関係
社会福祉法人を設立するに当たって，贈与確約書に基づき取得する財産及び予定する借入について記載してください。各項目については次のとおりです。なお，資金計画書【様式13】の内容と整合性をとってください。
① 土地　　一筆ごとに，所在地及び面積は登記簿謄本どおり記載し，評価額は平成27年度固定資産税課税台帳に登録されている評価額を記載してください。

② 建物　 　建物を新設する場合は，建築に要する費用を記載してください。既存の建物の贈与を受ける場合は記載してください。1棟単位で，所在地及び床面積は登記簿謄本どおり記載し，評価額は平成27年度固定資産税課税台帳に登録されている評価額を記載してください。

③ 当初運転資金　　施設の年間事業費の2/12以上の額を記載してください。

④ 借入　　独立行政法人福祉医療機構，銀行，個人など借入を予定している場合は全て記載してください。
 【様式Ａ】
社会福祉法人設立計画書
1．設立予定法人の名称
（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　
社会福祉法人（仮称）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
2．設立予定法人の主たる事務所の所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3．設立予定法人の設立代表予定者

（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　・年齢　　　　　歳　　

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・職業　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．設立予定法人の役員（理事，監事）予定者

	
	氏名
	年齢
	職業
	学
	福
	特
	他の社会福祉法人の役員等である場合，その法人名を記載

	理事
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	監事
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


学：学識経験者，福：福祉関係者に該当する人に○を付ける。

特：親族等の特殊の関係にある者がいる場合は各組ごとに○数字で記入すること。

5．評議会設置の有無（該当する□にレを記入してください。）
□設置する（予定する定数　　　人）　／　□設置しない

6．法人設立の趣意

	


7．運営する事業

	


8．財産関係

	(1) 資産

基本財産
	土地
	所在地
	

	
	
	面積
	㎡
	評価額
	円

	
	
	所在地
	

	
	
	面積
	㎡
	評価額
	円

	
	建物
	所在地
	

	
	
	床面積
	㎡
	評価額　※
	円

	
	
	所在地
	

	
	
	床面積
	㎡
	評価額　※
	円

	
	基本財産基金
	円

	運用財産
	当初運転資金
	円


　　※　評価額は建設費を記入すること。

(2) 負債

	借入
	借入先
	
	借入額
	円

	
	借入先
	
	借入額
	円

	
	借入先
	
	借入額
	円


(3) 差引正味財産

資産総額　　　　　　　　　　　　　　負債総額　　　　　　　　　　　差引正味財産

　　　　　　　　　　　円　－　　　　　　　　　　　円　＝　　　　　　　　　　　円

【様式Ｂ】
就任承諾書
私は，社会福祉法人（仮称）○○○の理事（又は監事）に就任することを承諾します。

なお，私は，社会福祉法（昭和26年法律第45号）第36条第4項の規定に該当しないことを申し添えます。

平成　　年　　月　　日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　
社会福祉法人（仮称）○○○
設立代表予定者　○○○○　様

	※  役員就任予定者の住所・氏名は必ず自署し，本人の印鑑登録印を押印してください（添付する印鑑登録証明書の印影と一致すること）。また，住所は印鑑登録証明書の記載のとおりとしてください。

※  設立代表予定者を除く役員就任予定者全員の就任承諾書を提出してください。

【社会福祉法】

第３６条　社会福祉法人には、役員として、理事３人以上及び監事１人以上を置かなければならない。
２　役員の任期は、２年を超えることはできない。ただし、再任を妨げない。
３　役員のうちには、各役員について、その役員、その配偶者及び３親等以内の親族が役員の総数の２分の１を超えて含まれることになってはならない。
４　次の各号のいずれかに該当する者は、社会福祉法人の役員になることができない。

（1）成年被後見人又は被保佐人

（2）生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害者福祉法又はこの法律の規定に違反して刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

（3）前号に該当する者を除くほか、禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

（4）第５６条第４項の規定による所轄庁の解散命令により解散を命ぜられた社会福祉法人の解散当時の役員


【様式Ｃ】
委任状
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
上記の者を，社会福祉法人（仮称）○○○設立代表予定者として青森市が実施する地域密着型サービス事業者公募への応募に関し，必要な一切の権限を委任します。

平成　　年　　月　　日
役員就任予定者
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　
	※  役員就任予定者の住所・氏名は必ず自署し，本人の印鑑登録印を押印してください（添付する印鑑登録証明書の印影と一致すること）。また，住所は印鑑登録証明書の記載のとおりとしてください。

※  設立代表予定者を除く役員就任予定者全員の委任状を提出してください。なお，委任状の形式は，法人役員予定者が連名で委任することも可とします。
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